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　環境保全 を前提 と した水稲栽培を考慮 した場合、有機農業との 関わ りを抜き に は語れ ない 現

状が ある。一
方、コ メの 品質評価に つ いて は多岐に渡 り、官能検査、機器測定法等があり、近

年で は精米、玄米中の タ ンパ ク含有量 に焦点が 置かれ て い る風潮が ある。著者 らはこれまで、
コ メの 品質 に関 して タ ンパ ク含有量を基準と した評価法 に問題がある こ とを指摘し、有機栽培

した コ メ で 特 に こ の 点を指摘 して きた。本研究で は、有機栽培 した水 稲 の 生育 を調 査 し、出液

中の ア ミ ノ酸含有量の 測定を行い、有機栽培 がコ メの品 質 に及 ぼす 影響 につ い て も検討 した。

（材料お よ び方法）：調査は、26 年間連続 して 同
一

の 施肥管理を行 っ て コ シ ヒカリを栽培して

い る試験区の 豚 ぷ ん堆肥施用区 （45ti1〔ね）、および富山県農業技術セ ンタ
ー

内の コ シ ヒカ リ富 山

BL 品種 を有機で 栽培 して い る （堆肥 2V10a 侑 機 ア グレッ ト 674： 65kg−Nfl〔la） 試 験区 にて 実施

した。出 液 の 採取 は 出穂期 に行 っ た。採取した出液はク
ー

ラ
ー
ボ ッ クス で 保存 し、速 や か に実

験室に もどっ て か ら・30℃ で 冷 凍保存 した。ア ミ ノ酸態窒素 （アス パ ラギ ンおよびグル タ ミ ン ）

の 分析はニ ン ヒ ドリン法 を用 い て 行っ た。無機態窒 素の 定量はオ
ー

トア ナ ライザ
ー

（プラ ン．
ル
ー

ベ AA （蛉 H）を用 いて 実施 した。玄米および精白米の 食味関連成分含有量 は、成 分分析 計 （ケ

ッ ト   AN −800） を用 いて 行っ た。

（結 果 お よ び考 察 ）：有機栽培 した コ シ ヒカ リ冨山 BL 品 種 （2002年実施 ）の 出液中に含まれ

るア ミ ノ酸 硝酸態窒素およびア ンモ ニ ア 態窒素含有量を第 1表に示 した。硝酸態窒素含有量

およびア ン モ ニ ア態窒素含有量 に試験 区間 に よ る差 異は 認め られ なか っ たが、ア ミ ノ酸含有量

には有意な差が認 め られた。有機肥料 （ア グレッ ト）の み 施用した試験区で は 15．62μg−N／ml を

示 し無肥料区 （9，72 μg−N！ml）よ り有意に 高い値 を示 した。堆肥 と有機 肥 料 を施 用 した 試 験区 と

無肥 料区 との 間には有意差が認め られなか っ た もの の、ア ミノ酸 含有量 は 12．14μ g−N と、高い

傾向が示 され た。長期間 に わた り継続 して堆肥を施用 した石川県根上町の 圃場で栽培したコ シ

ヒ カ リの 出液中に含まれ る各 種成分含有量を、第 2表に示 した。ア ミ ノ酸含有量 に試験 区 間 に

よる有意差は認 め られな か っ たが、堆肥連用区 （11．88 μ g−Mml）は化学肥料 区 （8．15μ g−N！mi）

よ りも高いア ミノ酸含有量 を示 して いた 。 20α3 年の コ シ ヒカリ富山 BL 品 種の 食味関連成分 を

第3a、3b表に示 した。米の 食味は玄米中に含まれるタンパ ク含有量によ っ て 大き く影響 され る。
一

方、米の 炊飯 に伴 っ て米粒デ ン プン の 不溶 性多 糖 類 が 可溶 性多糖 類に 変化 した 骨格欟 宣を走

査電子顕微鏡 （SEM ）で 可視化する こ と も可 能 で ある。微細骨格 構造の 発達程度は精白米 の粗　
’

タ ン パ ク質含有率の 多少によっ てよ く説明され、粗タンパ ク含有率が 7 ％を越 え ると構造 の 発達

は 不良とな る （松 田 2000）。一
方、日本海地域で生産された米の炊飯米表面 の微細骨格構造 は

粗タンパ ク質含有率が 7 ％未満で は劣化の程度が少な く、日本海地域と関東地方とで は玄米中の

窒素 レベ ル の 持つ 意味が異な っ て い る。本実験の 結果、有機栽培 米の 導管液 中 には慣行栽培 の

場合よ り も多 くの ア ミ ノ酸含有量が 含まれ る傾向が示 され た。日本海地 域で 生 産され た米とい

う環境 に加 えて、有機栽培 と い う条件が米の 食味にプラス に効果を及 ぼして いる もの と考 え ら

れ る。導管液中の ア ミ ノ酸含有量が 登熟期を経て 玄米お よび精白米の 成分と して どの よ うに影

響して いくか につ い て は、今後の研究を待つ 必要がある。
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第 1 表　有 機栽培 した コ シ ヒカ リ富 4i　BL 品種の 出液中に含 まれ る成分

試験区　 n アミノ酸

（μgN／mL ）

　 NH4

（μgN／mL ）

　 NO3

（μ　9U／mL ）

轗

有＋堆肥

　無肥

匚

」

5
匚
」

15．62 ± 　1．96

12．14 ゴ： 1．02

9．72 ゴヒ　1．12

a 　　　　2．82　± 0．66　　a　　　　O．37 ± 0，03　　a

ab 　　　3．14 ± 0．24　　a 　　　 O．34 ：辷 O．04　　a

b　　　　2．48 ：ヒ 0．35　　a 　　　　O．42 ± 0．05　　a

LSD（p＝ 0．（）5） 4．91 ＊ 1．56n．s． 0」4n ．s，

平均値± 標準誤差
， 異なるアルファ ベ ット間に は5％水準で有意差あり・調査日 ：2002／8／4

第 2 表　堆肥 を連用 して 栽培 した コ シ ヒカ リの 出液申成分

試験区 1置 アミノ酸

（μgN ／mL ）

　 NH4

（μgN／mL ）

　 NO3

（μgN ／mL ）

　 無N

　化肥

稲わら

堆肥連用

54

−
尸
D4

9．18　±　1．58　　a

8．15 ± 3．29　　a

9」1　± 　1．91　　a

11．88 ± 1．32　　a

4．73 ± 0．71　　a

l．71　± 0．28　　c

2．86　± 0．51　　bc

3，70　± 0．55　　abc

0．30　：ヒ 0」4

0．30　± 0．08

0．52　：歪： 0．11

0．56 ± 0．i3

aaaa

　 　 　 　 　 n ＝ 5

　 　 　 　 　 n ＝4

LSD （p＝ O．05） n ＝ 4，5

6．83n．s．

7．63n．s．

7．24n．s．

1．82 ＊

2．03n ．s．

1、93 ＊

0，39n ．s．

0．43n．s．

0．41　n．s．

平均値± 標準誤差
．
異なるアル ファ ベ ッ ト間に は5％水準で有意差あり・調査日 ：2002／8／1

第3a表　コ シ ヒカ リ富 山BL 品種の 食味関連成分（玄米）

試験区 n タ ンパ ク質

　 （％）

分

）

水

％

ア ミロ ース

　 （％）

有＋ 堆肥

　有機

　無肥

対照
★

2222 6 ．15 ± 0．04a 　14．25 ± O ．04 　a

6 ．20 　± 0．OOa 　14．40 　± 0 ．00 　b

6，15 　± O．04 　a 　 14．35 　± 0 ．04 　ab

5 ．85 　± 0．04 　b　 15．20 　± 0 ．00 　c

19 ．t5 　± O ．04

19．25 　± 0 ．04

19．20 ± 0 ．OO

19．40 　± 0 ．00

aaab

LSD （p ； O．05＞ 0．17 0．14
平 均値± 標準 誤差，異 なる ア ル フ ァ ベ ッ ト間 には 5％水準で 有意差あ り．

＊対照 ・… 三 要素試験圃場の 三 要素 区

O ，14

調 査日 ： 2003／9／18

第3b表　 コ シ ヒ カリ富山BL 品種の食味関連成分（精白米）

試験区 n タ ン パ ク質

　 （％）

分

）

水

％

ア ミ ロ 「 ス

　 （％）

有 ＋堆肥

　有機

　無肥

対照
★

2222 5．80 　± O ．07 　ab 　14 ．55 　± 0．04 　a

5 ．75 　± 0 ．04 　ab 　 14 ．80 　± 0，00 　b

5 ．95 ± 0 ．04a14 ．70 ± 0．00　 b

5．60 　± 0．00　b　 15 ．55 　± 0 ．04 　a

18 ．70 　± 0 ．07

18 ．85 　± 0 ．04

18 ．70 　± O ．07

18．65 　± 0 ．04

aaaa

LSD 　（p＝0 ．05 ）　　　　　　　　　 O．24 　　　　　　　　　　　0 ．14

平均値± 標準誤差，異なる ア ル フ ァ
ベ

ッ ト間に は5％水準 で有意差あ り．
＊対照 ・… 三 要素試験圃場の 三要素区

0．31　n ．s ．

調査 日 ： 2003／9／18
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